






 

研究目的 

抗精子抗体保有婦人の不姙の原因は精子不動化抗体 Ig-G が頸管粘液内に浸出

して来て,上昇してくる精子に障害を与える為であることを多年の研究で証明

しえたが,他方,動物実験で,受精卵が胞胚に至る迄,精子特異抗原を細胞膜上に

保有していることを明らかにした点より,もし,母体が抗精子抗体を保有してい

るならば,その力価が弱い場合頸管内を通過して受精が成立するかも知れない。 


